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水戸市の人口　人口…268,036人（男131,333人、女136,703人）　世帯数…126,055世帯　－令和6年1月1日現在　推計（令和2年国勢調査確定値基準）－

～
江
戸
氏
の
生
命
線
～

其の十一其の十一

　

現
在
、
市
内
に
は
61
の
城
館
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す（「
其

の
一
」参
照
）。
中
で
も
江
戸
氏
が
支
配
し
た
城
館
が
最
も
多

く
、
36
城
館
を
数
え
ま
す
。
江
戸
氏
の
領
域
は
広
大
な
た
め
、

ま
ん
べ
ん
な
く
城
を
築
い
て
支
配
を
固
め
そ
う
な
も
の
で
す

が
、
実
は
約
７
割
に
あ
た
る
26
城
館
が
、
市
西
部
に
集
中
し

て
築
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
地
域
は
現
在
の
飯
富
・
赤

塚
・
双
葉
台
・
内
原
中
学
校
区
に
お
お
む
ね
該
当
し
、「
中

妻
三
十
三
郷
」と
呼
ば
れ
る
、
江
戸
氏
の
領
域
の
中
で
も
生

命
線
と
で
も
言
う
べ
き
重
要
な
地
域
で
し
た
。
今
回
は
こ
の

中
妻
三
十
三
郷
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

江
戸
氏
が
最
初
に
水
戸
に
進
出
し
た
の
は
、
応
永
23（
１

４
１
６
）年
頃
で
す
。
当
主
の
江え

ど戸
通み

ち
か
げ景

は
、
水
戸
を
支
配

す
る
足
掛
か
り
と
し
て
、
居
城
を
河か
わ
わ
だ

和
田
城じ

ょ
う（
河
和
田
町
）に

定
め
る
と
と
も
に
、
二
人
の
弟
を
赤あ
こ
う
ぜ
き

尾
関
館や

か
た（

赤
尾
関
町
）と

鯉こ
い
ぶ
ち
じ
ょ
う

淵
城（
鯉
淵
町
）に
配
置
し
、
領
土
の
拡
大
に
注
力
し
ま
す
。

こ
の
時
に
江
戸
氏
が
手
中
に
し
た
の
が
中
妻
三
十
三
郷
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
三
十
三
と
い
う
数
字
は
実
数
で
は
な
く
、
広

い
領
域
を
意
味
す
る
慣
用
句
で
す
。
そ
し
て
わ
ず
か
10
年
後

の
応
永
33
年
頃
、
通
景
の
子 

通み
ち
ふ
さ房
が
水
戸
城
を
攻
略
し
、
江

戸
氏
は
常
陸
有
数
の
領
主
と
な
っ
た
の
で
す
。
豊
か
な
穀
倉

地
帯
で
あ
る
中
妻
三
十
三
郷
を
押
さ
え
て
い
た
か
ら
こ
そ
の

躍
進
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
後
も
江
戸
氏
は
中
妻
三
十
三
郷
に
多
く
の
家
臣
を
配

置
し
ま
し
た
。
彼
ら
は
各
地
に
城
館
を
築
い
て
城
主
と
な
り
、

地
域
支
配
を
行
い
ま
す
。
大お
お
つ
か塚

鯉こ
い
ぶ
ち渕

民み
ん
ぶ部

館や
か
た（

大
塚
町
）、

加か
く
ら
い

倉
井
館や

か
た（

加
倉
井
町
）、
外と

の
お
か岡

若わ
か
さ
の
か
み

狭
守
館や

か
た（

開
江
町
）、
神か

の
う生

館や
か
た（
飯
富
町
）、
加か

く
ら
い

倉
井
忠た

だ
み
つ光
館や

か
た（
成
沢
町
）な
ど
は
、
城
主
の

名
前
が
城
館
名
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

中
妻
三
十
三
郷
で
も
特
に
城
館
が
集
中
す
る
の
は
、
内
原

中
学
校
区
で
す
。
江
戸
氏
一
族
が
直
ち
ょ
っ
か
つ轄
し
た
赤
尾
関
館
・
鯉

淵
城
を
中
心
に
、
田た
じ
ま
じ
ょ
う

島
城（
田
島
町
）、
大お

お
だ
ら
じ
ょ
う

足
城（
大
足
町
）、

中な
か
は
ら
や
か
た

原
館（
中
原
町
）、
江え

が
わ川

館や
か
た（

内
原
町
）、
三み

ゆ湯
館や

か
た（

三
湯
町
）、

小こ
ば
や
し
や
か
た

林
館（
小
林
町
）、
有あ

り
が賀
城じ

ょ
う（
有
賀
町
）、
大お

お
ひ
ら平
豊ぶ

ん
ご
の後
守か

み
や
か
た
館（
杉

崎
町
）、
牛う
し
ぶ
し伏

城じ
ょ
う（

牛
伏
町
）な
ど
、
わ
ず
か
数
百
ｍ
圏
内
に

一
つ
の
城
館
が
存
在
す
る
ほ
ど
。
こ
こ
ま
で
高
密
度
で
城
館

が
集
中
す
る
地
域
は
市
内
で
は
他
に
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。
江

戸
氏
が
中
妻
三
十
三
郷
に
ど
れ
だ
け
重
き
を
置
い
た
の
か
が
、

城
館
の
分
布
で
よ
く
分
か
り
ま
す
。

　

江
戸
氏
は
中
妻
三
十
三
郷
を
勢
力
基
盤
と
し
て
、
北
は
現

在
の
ひ
た
ち
な
か
市
・
那
珂
市
ま
で
、
南
は
茨
城
町
・
小
美

玉
市
ま
で
領
土
を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
が
、
天
正
18（
１
５
９

０
）年
に
佐
竹
氏
の
侵
攻
を
受
け
、
滅
亡
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
、
中
妻
三
十
三
郷
の
城
館
は
多
く
が
廃
城
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
妻
三
十
三
郷
の
城
館
群
は
小
規
模
な
も
の
が
多
く
、
遺

構
の
残
り
も
一
部
に
と
ど
ま
る
城
館
が
多
い
で
す
が
、
江
戸

氏
と
家
臣
団
の
栄え
い
こ
せ
い
す
い

枯
盛
衰
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
遺
構
と
言

え
る
の
で
す
。
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関
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慶
久

中な

か

づ

ま妻
三さ

ん

じ

ゅ

う

さ

ん

ご

う

十
三
郷
の
城
館
群

中妻三十三郷の城館中妻三十三郷の城館

千波湖
那珂川

水戸市

大平豊後守館

三湯館

小林館 赤尾関館

鯉淵城

江川館

堀の内館

中原館

有賀城 加倉井館

河和田城

大塚鯉渕民部館

桜川西遺跡

大足城

外岡若狭守館

藤井城

神生館

全隈城

加倉井忠光館成沢要害

飯富長塁

牛伏城 田島城

経塚遺跡

▲鯉淵城の土塁（鯉淵町）

▲赤尾関館の塀と土塁（赤尾関町）

特別展「江戸氏―知ら
れざれる水戸の戦国時
代―」開催！

期間／2月3日（土）～
　3月10日（日）
場所／市立博物館
※�料金な

ど、詳
細はこ
ちら。

水戸城

※関連遺跡を含みます。
※�上図のほか、立原民部館・杉崎城（所在不明）、飯田城・

池野辺城・岡ノ宿城・小原館（笠間市）があります。


